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高齢者が介護保険制度の理解を深め、自立した生活が続けられるよう介護保険制度等に関する出前講座を実施する。

ICTの活用等あらゆる媒体を活用し様々な世代へ向けた発信し情報提供に努める。子育て支援、介護予防、交流を目的とし
た事業を開催し、つながり作りに取り組む。地域団体がケアプラザ及び福祉施設で活動し、福祉活動を積極的にするよう情
報提供、場の提供を行い、福祉・保健活動への発展を目指す。幅広い年代を対象にしたボランティア講座を開催し、よこはま
シニアボランティアの普及、青少年のボランティア育成に努める。

地域活動の継続・活性化に向け、住民主体の地域づくりを目指す。各地区の部会や町内会・自治会での取り組み、ｼﾆｱｸﾗ
ﾌﾞ、友愛活動推進員、ふれあい会等、地域支援者との連携に努めるとともに、地域ケア会議、協議体等で抽出した課題に対
し、関係機関と必要な社会資源の取り組みを行う｡①②③

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

□ 区からのコメント

令和６年度　戸部本町地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
・高齢者が自分らしく、自立した生活がおくれるよう、介護予防を含めた健康づくりを支援すると共に、地域活動、通いの場 への参加がつながりの
きっかけとなるよう努めます。
・新築マンションの増加や生活の利便性に伴い、子育て世代や単身高齢者の転入が増えています。誰もが住みやすい地域づくりを目標に、地域
団体、関係機関、企業等と連携を図り、既存の地域活動の支援や新たな活動の創設を目指します。
・地域住民が高齢となり認知症状を発症し、認知症の人とその家族が地域からの孤立、独居高齢者の閉じこもり傾向になり、生活に支障が出た
り、地域の活動への参加が難しくなる場合が多く見受けられます。認知症への理解や高齢者の見守り・役割の持てる活動を地域住民・地域支援
者・専門職と共有し、課題解決に向けて協働で取り組みます。

□ 今年度の重点的な取組

—具体的な取組内容－

認知症サポーター養成講座の開催を通じて、認知症になっても住みやすい街作りに取り組む。地域の中での開催を自治会
や町内会に向けて発信していく。エリア内のキャラバンメイト連絡会も継続開催。

ケアマネジャーに生活支援コーディネーターの役割を周知する。ケアマネジャーに対し生活支援コーディネーターと協働でイ
ンフォーマルサービスを活用できるよう働きかける
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